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円谷l峻先生，藤原俊雄先生，田中康郎先生の三先生は，今年度，古稀をお迎
えになられました。明治大学法科大学院の教職員を代表して，心よりお祝い申
し上げます。また，三先生の明治大学法科大学院に対する長期にわたる多大な
ご貢献に対し，衷心より感謝申し上げます。
明治大学法科大学院の中心メンバーで・あり，現在も多大なご活躍をされてい
る三先生を失うことは，定年制のルールがある以上やむを得ないことでありま
すが，明治大学法科大学院にとって大きな損失であり，非常に残念な気持ちも
あり，複雑な気持ちです。
円谷峻先生は， 2006年4月，横浜国立大学法科大学院から本学法科大学院
に赴任されてこられました。円谷先生は，ご専攻の民法のほか，消費者法やド
イツ法を含む比較法にもきわめて造詣が深く， 1974年から，横浜国立大学・
大学院において 30年以上にわたって奉職されました。その間，数々の要職を
歴任され，また，横浜国立大学法科大学院の立ちょげの際には，その中心メン
ノfー としてご尽力されると共に，民法の司法試験考査委員を歴任される (2002
年-2005年〉など豊富な経験もおもちです(先生は， 2006年4月，横浜国立大
学名誉教授となられています)。円谷先生は，明治大学法科大学院においては，
民法講座スタッフの中心メンバーとしてご活躍され，長年にわたり，教育等関
係常世委員会の「民法」の委員としてご活躍されましたが，特に，民法の「未
修者教育の充実化」に努力され， 2クラス制の多人数教育から 4クラス制への
少人数教育への転換や， 4科目(総則・契約，財産権，損害賠償法，家族法)
法科大学院論集第 17号
制から， 5科目〈債権総論の追加)制への充実などにおいて，貢献されました。
藤原俊雄先生は， 2007年4月，静岡大学法科大学院から本学法科大学院に
赴任されてこられました。藤原先生は，神戸市外国語大学を経て， 1983年か
ら，静岡大学・大学院において 20年数年間にわたって奉職されました(先生
は， 2008年6月，静岡大学名誉教授となられておられます)。藤原先生のご専
攻は商法でありますが，先生は，とりわけ，会社法にご造詣が深く， 2013年
には，先生の多年にわたるご研究成果である， ~コーポレート・ガパナンス
一一課題と展望~ (成文堂・ 2013年)が公刊され， 2014年6月には，早稲田大
学から法学博士の学位を授与されておられます。藤原先生は，明治大学法科大
学院においては，商法講座の中心メンバーとしてご活躍され，長年にわたり，
教育等関係常置委員会の「商法Jの委員としてご活臆されましたが，教育の面
では，学生に寄り添うきめ細かな教育を行う先生として定評があります。
田中康郎先生は， 2011年4月，二年間にわたる札幌高裁長官を経て本学法
科大学院に赴任されてこられました。田中先生は， 1971年4月からの東京地
家裁判事補をかわきりに， 40年に及ぷ豊富な裁判経験(特に，刑事裁判官)
に加え，約8年間に及ぶ司法研修所教官・上席教官(刑事裁判教官憲)として
の経験， 4年余りに及ぶ司法試験(第二次試験〕考査委員としての経験，約 13
年に及ぶ司法修習生考試委員会考試委員としての経験など，多様で最寓な経験
をおもちであります。田中先生は，明治大学法科大学院においては，刑事法に
関する上記の豊富な実務経験を生かされ，刑事訴訟法演習，刑事訴訟法展開演
習，模撫裁判・法文書作成(刑事〉などの科目を損当されました。問中先生は，
2014年4月から，明治大学法科大学院の院長代行(法務専攻主任)・教育等関
係常置委員会の委員長に就任され，懸案であった.必修科目のい 2限固定化
など各種のカリキュラム改革や，入学前の導入教育の充実にもご尽力されまし
た。さらには， 2015年9月に発生した「司法試験漏えい問題」については執
行部の中心メンバーとして対応され，特に，河内院長が 12月に辞任された以
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降は， トップ(院長事務取扱)のお立場から，豊富な経験と的確な対応能力を
遺憾なく発揮され，同問題の収束に向けて献身的に対応されましたの
円谷峻先生，藤原俊雄先生，田中康郎先生の三先生には，今後もど健康に留
意され，各さらなる発展とご健勝・ご活躍をお祈り申し上げますと共に，明治
大学法科大学院に対する変わらぬサポートをお願いいたします。
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